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題材ごとに何に着目してどう考えればよい

のかという「見方・考え方」に気付かせるた

めに、「鑑賞の入り口」と「造形的な視点」を

示しています。これらを基に掲載作品等の

「鑑賞」―生徒自らの「表現」―お互いの作

品の「鑑賞」を行うことで、学びの定着が図

れる教科書です。
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全ての先生の指導の力に
全ての生徒の確かな学びに

この不透明で変化の激しい時代。

そのような中でも、美術の学びは、美しいものに感動し、感性を豊かにし

そして、課題を見つけ、形や色彩などで解決することを学習する

貴重な教科であると考えます。

私たちは、美術教育とともに歩んで73年。

心身ともに成長をする多感な中学校３年間の成長に寄り添いながら、

学びを実感し探求する美術の教科書を発行してきました。

教育現場の環境も、時代とともに変わっています。

教科書や教師用指導書の果たす役割は、

社会の変化や、生徒の変容、先生の働き方などを考慮する中で、

指導のしやすさをもっと重視すべきであることを感じ、

検討を重ねました。

その結果、若手や講師を含め、どのような立場の先生にとっても、

指導の役に立つことを考えた教科書が出来上がりました。

生活や社会と関わる美術の学びが、

生徒の学びに、先生の指導の力になればと。

もっと学びやすく、教えやすい！
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